
表紙写真

　６月１日、布土保育所では地域の人が公民館で育て
た玉ねぎを収穫させてもらいました。３歳児から５歳
児が、大きくなった玉ねぎを力いっぱい引っ張って収
穫し、園児１人５個、お土産にいただきました。自分で
収穫した玉ねぎは、家でおいしく食べました。
　地域の皆さんご協力ありがとうございました。

玉ねぎをいっぱいとったよ
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《
審　

議　

日　

程
》

令
和
８
年
第
２
回

６
月
定
例
会

※
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
８
月

頃
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

会
議
録
と
し
て
掲
載
予
定
で
す
。

（
議
案
の
採
決
結
果
は
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）※主な議案

　 3日　開会、提案
・上程議案 12 件の議案説明（うち報告 4 件）

8・9日　町政に対する一般質問　【通告議員 7名登壇】
　11日　質疑・委員会審査付託　

・諮問１件に答申
・契約議案１件を採決
・各議案への質疑、各常任委員会へ審査付託

　12日　総務産業常任委員会　付託された 2 議案を審査・採決
　15日　文教厚生常任委員会　付託された 5 議案を審査・採決
　18日　委員長報告・質疑・討論・採決

・付託された6件について委員長報告・質疑・討論・採決
・町長追加議案２件の提出・質疑・討論・採決
・閉会中の継続調査事件を定めて閉会

提出議案

美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部改正	 全員賛成で可決

美浜町役場冷温水発生機更新工事請負契約	 全員賛成で可決

美浜町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正	 全員賛成で可決

体育館空調設備設置工事（週休２日）請負契約	 全員賛成で可決

※役場西側庁舎の空調設備の冷温水発生機を取り換える工事
契約金額　5857万５千円　　契約者　日本空調システム株式会社常滑営業所
工　　期　令和８年６月１８日から１２月２５日まで

 暑い時期にエアコンが使用できない懸念はないか。
 秋ごろに工事実施予定であり、暑い夏場はエアコンを使用できます。
 週休２日適用の工事か。
 週休２日適用ではありません。

※印鑑登録証明書のコンビニ交付等開始に伴い、登録者から新しい印鑑による申請があった場合、当該
申請の同日に登録している印鑑に係る印鑑登録証明書の交付を行っているときは、異なる印影の証明書が
同日に複数交付されることを避けるため、当該印鑑登録証明書を回収するものとする。

※町内７つの小中学校の体育館へ空調設備を設置する工事
契約金額　3 億 5753 万 9600 円　　契約者　伊藤組建設株式会社
工　　期　契約締結日から令和８年１２月１４日まで

 １月の補正予算で計上されていたが、夏に空調を使用できるよう早く工事を
発注できなかったのか。

 国の補助金を活用するため、補助金交付の内示を２月下旬にうけ、その後す
ぐ設計業務に入りました。５月まで設計業務を行い入札の準備に入り、この６月
の契約となりました。

 工事期間中の児童・生徒、一般の方の体育館の使用方法は。
 工事は、夏休み期間を利用して行います。体育館を完全に使用できないのは

３日間ほどで、あとは部分的に使用できると考えています。

※消防作業従事者が消防作業等に従事し、死亡・負傷若しくは疾病にかかった場合
の補償基礎額を、現行9700円から1万円とする。
　ただし、その額がその者の通常得ている収入の日額に比べて公正を欠くと認めら
れるときは、1万5千円を超えない範囲内においてこれを増額した額とすることがで
きる。

設置する空調機
（イメージ）
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６月補正予算
一般会計補正予算	 全員賛成で可決

介護保険特別会計補正予算	 全員賛成で可決

補正額　　　　　　4547万 5 千円
補正後の予算総額　94 億 955 万 3 千円
・歳入の主な補正
土地建物売払収入 155 万 3 千円

 何を売却して得られるものか。またどこの地区のものか。
 布土区所有で布土郷下地内８０㎡の土地を売却するものです。

・歳出の主な補正
区長会運営事業　行政協力特別交付金 149 万 2 千円

 歳入の土地建物売払収入と差があるがなぜか。また、当初予算には組み込めなかったのか。
 区有地は町名義であるため町が売買契約をし、登記等の手数料を差し引いた金額を区へ交付金として

支払うため差が生じるものです。また、売買契約が成立したのは４月下旬であり、今回の補正予算での計上
となりました。
地域農業構造転換支援事業補助金 2148 万 5 千円

 農業振興費における地域農業構造転換支援事業補助金とは、どのような補助金か。
対象者、要件、対象経費、補助率など補助金の内容は。

 地域の農業の中核となって地域の農地を引き受けてくれる方に対し、
経営改善に必要な農業機械や施設の導入を支援する国庫補助事業です。
　地域計画に位置付けられた農業の担い手して記載のある方が対象です。
要件は、①経営面積の３割または４ヘクタール以上の拡大を見込めるもの
②付加価値額１割以上の拡大が見込めるもの③労働生産性３％以上の向上が
見込めるもののうち、１つを満たすことが要件です。
　今回の補助金は、きゅうり農家さんなど４名の方から申請がありました。
補助率は、１０分の３で、上限は個人で１５００万円です。

補正額　　　　　　１４３万円
補正後の予算総額　19 億 3510万 5 千円
・歳入の主な補正
一般会計繰入金 143 万円
・歳出の主な補正
法改正による介護報酬の改定、令和８年度の補足給付に対応するための介護保険システム改修費用
介護保険システム改修委託料 143 万円

 介護保険システム改修委託料について、障害福祉サービス事業では、システム改修委託料に対し国庫
補助金があるが、介護保険ではないのか。

 補助金について県に確認したところ、「国からの情報が来ていないため、現時点でわからない」との回
答でした。
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常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
12
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分

開
会
。

　

６
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託

議
案
2
件
を
審
査
・
採
決
。
閉

会
中
の
継
続
調
査
事
件
を
協
議
・

決
定
し
閉
会
。

美
浜
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

 

消
防
団
員
等
の
公
務
災
害

補
償
費
は
ど
の
よ
う
に
支
払
わ

れ
る
の
か
。

 

消
防
団
員
等
は
、
町
に
お

い
て
「
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
共
済
基
金
」
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
損
害
補
償
費
が
発

生
し
た
場
合
の
支
払
い
は
町
で

行
い
ま
す
が
、
同
額
が
こ
の
基

金
か
ら
補
填
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
査
結
果
は
、最
終
日
18
日（
木
）に
委
員
長
報
告
を
行
い
、質
疑・討

論
の
後
、採
決
さ
れ
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
15
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分

開
会
。

　

６
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託

議
案
5
件
を
審
査
・
採
決
。
閉

会
中
の
継
続
調
査
事
件
を
協
議
・

決
定
し
閉
会
。

美
浜
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

 

印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
の

申
請
の
方
法
が
追
加
さ
れ
た

が
、
具
体
的
な
申
請
・
交
付
の

手
順
は
。

 

美
浜
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
申
請
に
な
り
ま
す
。
手
順
は
、

申
請
の
画
面
か
ら
「
印
鑑
登
録

証
明
書
」
を
選
択
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

本
人
確
認
を
し
、
手
数
料
は
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
か
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決

済
と
な
り
ま
す
。
申
請
情
報
が

翌
日
メ
ー
ル
で
住
民
課
に
届

き
、
内
容
確
認
が
さ
れ
た
後
、

証
明
書
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置

し
て
あ
る
キ
オ
ス
ク
端
末
で
、

行
政
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
選
択
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

必
要
な
証
明
書
の
種
類
「
印
鑑

登
録
証
明
書
」
を
選
択
し
、
料

金
を
支
払
う
と
証
明
書
が
印
刷

さ
れ
ま
す
。

美
浜
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正

全
員
賛
成
で
可
決

 

使
用
料
を
１
時
間
当
た
り

１
０
５
０
円
に
設
定
し
た
根
拠

は
。 

第
２
グ
ラ
ン
ド
は
、
以
前
あ

り
ま
し
た
「
第
２
町
民
グ
ラ
ン

ド
」
の
代
わ
り
に
整
備
し
た
も

の
な
の
で
、
今
回
の
使
用
料
金

は
、
以
前
の
料
金
設
定
と
同
じ

額
で
町
民
の
方
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

 

町
外
か
ら
大
会
を
誘
致
し

た
場
合
に
お
い
て
、
町
内
チ
ー

ム
も
参
加
す
る
場
合
の
使
用
料

金
の
取
り
扱
い
は
。

 

ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
主
催
す
る

大
会
は
免
除
と
な
り
ま
す
が
、

そ
う
で
な
い
大
会
は
通
常
料
金

を
い
た
だ
き
ま
す
。

付
託
委
員
会

審
議
結
果

会派名
無
会
派

美浜
みらい

チャレンジ
みはま 創世会

茶
谷 

佳
宏

都
筑 

新
悟

大
嵜 

暁
美

葊
澤 　
毅

荒
井 

勝
彦

大
岩 　
靖

丸
田 

博
雅

橋
場 

友
昭

野
田 

謙
弥

中
須
賀 

敬

野
田 

増
男

森
川 

元
晴議　案　件　名

町
長
提
出
議
案
14
件

令和７年度美浜町一般会計継続費逓次繰越しについて - - - - - - - - - - - - - -

令和７年度美浜町一般会計繰越明許費について - - - - - - - - - - - - - -

令和７年度美浜町一般会計事故繰越しについて - - - - - - - - - - - - - -

令和７年度美浜町水道事業会計予算の繰越しについて - - - - - - - - - - - - - -

美浜町人権擁護委員の候補者の推薦について -
答申
異議
なし

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

美浜町運動公園の整備事業に関する令和８年度委託業務協定書の締結について - 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

美浜町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

美浜町介護保険条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

美浜町都市公園条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

令和８年度美浜町一般会計補正予算（第２号） 各 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

令和８年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第１号） 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

美浜町役場冷温水発生機更新工事請負契約の締結について - 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

体育館空調設備設置工事（週休２日）請負契約の締結について - 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

付託委員会…総産→総務産業常任業委員会に付託、文厚→文教厚生常任委員会に付託、各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対もしくは保留　「欠」は欠席 　「退」は退席により採決不参加　
※野田増男議長は採決に加わりません。

　審議結果一覧表

令和 8年　第 2回　6月定例会



5 あいち・みはま議会だより 2026.8.1　No.187

専
決
処
分
に
よ
る
条
例
改
正

美
浜
町
税
条
例
の
一
部
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
、
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
廃
止

及
び
肉
用
牛
の
売
却
所
得
に
か
か

る
課
税
特
例
期
間
の
延
長
な
ど
の

改
正
で
す
。

 

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の

廃
止
に
よ
る
本
町
へ
の
影
響
は
。

 

令
和
８
年
度
は
、
減
収
分
に
つ

い
て
は
地
方
特
例
交
付
金
で
全
額
補

填
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正全員

賛
成
で
可
決

　
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
の
課
税
限
度
額

及
び
軽
減
額
を
定
め
る
改
正
で
す
。

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

の
課
税
限
度
額
３
万
円
と
あ
る
が
、

影
響
の
あ
る
世
帯
数
は
。

 

令
和
７
年
度
の
課
税
所
得
で
み

た
結
果
、
限
度
額
を
超
え
る
世
帯

は
50
世
帯
で
す
。

工
事
請
負
契
約

町
道
奥
田
・
河
和
線
（
旧
ひ

え
ぞ
橋
）
道
路
改
良
工
事

全
員
賛
成
で
可
決

　

運
動
公
園
の
北
側
に
あ
る
町
道

の
旧
ひ
え
ぞ
橋
の
撤
去
な
ど
の
工
事

で
す
。

契
約
金
額

９
６
２
５
万
円

契
約
者　

伊
藤
組
建
設
株
式
会
社

契
約
期
間　

令
和
８
年
４
月
21
日
～
令
和
９
年

２
月
24
日４

月
補
正
予
算

 
民
間
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補

助
金
が
増
額
と
な
る
理
由
は
。

 

見
込
み
を
上
回
る
申
込
の
相
談

が
あ
り
、
ひ
と
の
生
命
・
財
産
を
守

る
大
切
な
事
業
で
す
の
で
、
早
急
に

予
算
を
確
保
し
て
体
制
を
と
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

専決処分による条例改正 3 件、工事請負契約１件、補正予算１件が町長から提出され、委員会
付託を省略し、即日審議・採決が行われました。令和８年 第2回 4月臨時会

一般会計補正予算	 全員賛成で可決
補正額　207 万 8 千円
補正後の予算総額　93 億 6407 万 8 千円

　・建築物耐震改修費補助金　100 万円
　・図書館浄化槽修繕工事　107 万 8 千円

Pick 
Up!

付
託
委
員
会

審
議
結
果

会派名
無
会
派

美浜
みらい

チャレンジ
みはま 創世会

茶
谷 

佳
宏

都
筑 

新
悟

大
嵜 

暁
美

葊
澤 　
毅

荒
井 

勝
彦

大
岩 　
靖

丸
田 

博
雅

橋
場 

友
昭

野
田 

謙
弥

中
須
賀 

敬

野
田 

増
男

森
川 

元
晴議　案　件　名

町
長
提
出
議
案
6
件

専決処分事項の報告について - - - - - - - - - - - - - -

専決処分事項の報告承認について（税条例の改正） - 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 - 〇

専決処分事項の報告承認について（都市計画税条例の改正） - 承認 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ - ○

専決処分事項の報告承認について（国民健康保険税条例の改正） - 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ - ○

町道奥田・河和線（旧ひえぞ橋）道路改良工事（週休 2 日）請負契
約の締結について - 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ - ○

令和８年度美浜町一般会計補正予算（第１号） - 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ - ○

○は賛成　×は反対もしくは保留　「欠」は欠席 　「退」は退席により採決不参加　
※野田増男議長は採決に加わりません。

　審議結果一覧表

令和 8年　第 2回　4月臨時会

議
会
活
動
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ（
最
終
処
分
場
）

視
察

　
４
月
21
日
午
後
、
武
豊
町

の
衣
浦
港
３
号
地
に
あ
る

「
公
益
財
団
法
人
愛
知
臨
海

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物

最
終
処
分
場
」
を
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
で
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

　
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の

埋
立
状
況
や
環
境
へ
の
配
慮

な
ど
を
座
学
で
学
び
、
そ
の

後
、
建
物
の
屋
上
か
ら
処
分

場
全
景
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、
地
域
や

海
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

に
、
護
岸
で
囲
わ
れ
て
お
り
、

処
分
場
か
ら
浸
出
液
が
漏
れ

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
処
分
場
内
の
海
水
は
検

査
し
て
、
Ｐ
Ｈ
な
ど
の
調
整

を
し
、
消
毒
し
た
後
、
海
に

流
す
そ
う
で
す
。
大
変
環
境

に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
の
埋
立
状
況

は
、
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃

棄
物
の
焼
却
灰
の
埋
立
て
が

行
わ
れ
て
お
り
、
埋
立
て
で

き
る
容
量
は
残
り
28
％
と
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
て
、
あ

と
７
年
ほ
ど
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

安
定
型
区
画
は
、
既
に
埋

立
て
が
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

愛知臨海環境整備センター

屋上から見学している様子埋立区域の看板より
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一
般
質
問

町
の
考
え
を
問
う

　
一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
（
６
ペ
ー
ジ
か
ら
9
ペ
ー
ジ
ま
で
）
を
登
壇

順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ペ
ー
ジ
の
都
合
上
、
質
問
項
目
が
全
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

河和南部地区の環境改善は

臭気規制地域区分の変更を協議中

 

現
在
の
美
浜
町
内
養
鶏
場

の
件
数
、
規
模
は
。

 

令
和
８
年
現
在
、
美
浜
町

内
に
、
鶏
卵
業
者
３
事
業
者

あ
り
、
全
体
で
41
万
５
０
０

０
羽
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
河
和
南
部
地
区
が

町
内
飼
養
羽
数
全
体
の
９
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

悪
臭
防
止
法
の
基
準
値
以

下
で
あ
っ
て
も
、
住
民
生
活

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
か
。

 

認
識
し
て
い
ま
す
。
基
準

値
以
下
で
あ
っ
て
も
、
住
民

生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
し
て
、
今
後
も
臭
い
の
苦

情
の
あ
る
事
業
者
に
対
し
て

は
、
悪
臭
を
出
さ
な
い
よ
う

引
き
続
き
監
視
し
て
い
き
ま

す
。

 

羽
毛
飛
散
、
野
犬
の
目
撃

を
し
た
場
合
の
連
絡
は
。

 

羽
毛
飛
散
、
野
犬
の
目
撃

時
に
は
、
直
接
役
場
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。
最
近
、
河
和

南
部
地
区
の
野
犬
目
撃
等
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
野
間
・

奥
田
地
区
の
目
撃
情
報
が
増

え
て
い
ま
す
。
捕
獲
か
ご
設

置
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
注
意
喚

起
を
し
て
い
ま
す
。

臭
気
規
制
地
域
区
分
は

 

町
内
の
臭
気
規
制
地
域
区

分
は
、
ど
の
よ
う
に
分
か
れ

て
い
ま
す
か
。

 

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く

「
臭
気
指
数
」
に
よ
り
、
規
制

区
分
を
第
１
種
地
域
か
ら
第

３
種
地
域
に
区
分
さ
れ
、
第

１
種
は
、
最
も
臭
気
規
制
が

厳
し
い
地
域
で
、
市
街
化
区

域
と
そ
れ
以
外
の
人
口
密
集

地
、 

第
２
種
は
、
工
業
地
域

及
び
市
街
化
調
整
区
域
の
集

落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域

で
、
第
３
種
は
、
田
畑
や
山

林
が
多
い
市
街
化
調
整
区
域

で
、
住
居
の
少
な
い
地
域
と

な
り
ま
す
。
新
浦
戸
地
区
は

第
１
種
に
な
り
、
他
の
河
和

南
部
地
区
も
、
住
宅
や
商
業

施
設
が
増
え
た
事
を
理
由
に

第
３
種
か
ら
第
２
種
に
変
更

を
愛
知
県
に
申
請
予
定
で
す
。

変
更
の
見
通
し
が
で
き
次
第
、

広
報
等
で
周
知
し
ま
す
。

大岩　靖

6番　茶谷　佳宏　議員
　①建築物耐震改修促進について
　②保育所の統合について

7 番　大嵜　暁美　議員
　①多世代交流型子育て拠点施設
　　「みはまーれ」について
　②住民の文化活動の振興について
　③学生のバス通学定期券購入への
　　補助を

1 番　大岩　靖　議員
　①美浜町河和南部地区の環境改善に
　　ついて

2 番　都筑　新悟　議員
　①学校再編について
　②伝統文化、伝統行事について
　③中学校部活動の地域展開について

3 番　荒井　勝彦　議員
　①美浜町における安全・安心な生活
　　について
　②アジア・アジアパラ競技大会と本
　　町の関連性について
　③名鉄知多新線利用促進について

4 番　野田　謙弥　議員
　①都市計画道路知多東部線・西部線
　　について
　②美浜町学校再編について

5 番　橋場　友昭　議員
　①農地利用について
　②保育所について
　③学校再編について



7 あいち・みはま議会だより 2026.8.1　No.187

荒井　勝彦

町政に対する一般質問 令和 8 年 6月 8日

私設防犯カメラの補助は

みはま山車祭りの開催は

状況を踏まえ、研究してまいります

本町をＰＲする絶好の機会。検討する

美
浜
町
に
お
け
る
安
全
・
安

心
な
生
活
に
つ
い
て

 

南
知
多
町
は
、
本
年
４
月

１
日
よ
り
家
庭
用
防
犯
カ
メ

ラ
の
購
入
を
補
助
し
て
い
ま

す
が
、
美
浜
町
で
も
で
き
ま

せ
ん
か
。

 

個
人
が
設
置
す
る
私
設
防

犯
カ
メ
ラ
へ
の
補
助
制
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
自
治

体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
と
本
町
の
関
連
性
に
つ

い
て 

大
会
の
メ
イ
ン
会
場
で
美

浜
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

 

９
月
25
日
、
愛
知
県
国
際

展
示
場
の
競
技
会
場
で
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
ア
ピ
ー
ル
す

る
予
定
で
す
。

名
鉄
知
多
新
線
利
用
促
進
に
つ

い
て

 

５
年
ご
と
に
、
み
は
ま
山

車
祭
り
を
開
催
す
る
考
え
は
。

 

実
行
委
員
会
の
反
省
会
で

も
10
年
後
で
は
な
く
、
５
年

後
に
開
催
で
き
な
い
か
と
の

意
見
も
あ
り
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

 
小
中
一
貫
校
を
日
本
福
祉

大
学
内
と
発
表
後
の
各
地
区

の
出
生
数
は
。

 

過
去
３
年
間
の
推
移
は
次

の
と
お
り
で
す
。

町
全
体
で
は
、
令
和
５
年
度

66
人
に
対
し
て
、
昨
年
度
61

人
で
、
５
人
の
減
少
で
し
た
。

 

令
和
15
年
ま
で
に
中
学
校

の
統
合
を
考
え
て
い
る
の
か
。

 

令
和
15
年
ま
で
に
中
学
校

を
統
合
し
て
い
く
必
要
が
あ

 

利
用
促
進
の
ひ
と
つ
と
し

て
検
討
さ
れ
て
い
た
杉
本
美

術
館
活
用
の
件
は
、
そ
の
後

進
展
は
あ
り
ま
し
た
か
。

 

運
営
に
対
す
る
継
続
的
な

支
援
先
の
確
保
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
と
、
独
自
に
運

営
を
し
て
く
れ
る
引
き
受
け

先
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た

め
、
５
月
29
日
に
、
杉
本
美

術
館
理
事
会
に
お
い
て
「
本

町
で
管
理
・
運
営
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
お

伝
え
し
ま
し
た
。

 

日
本
福
祉
大
学
学
部
移
転

に
伴
う
対
策
は
。

 

現
在
、
西
部
地
区
に
在
住

す
る
学
生
に
対
し
、
通
学
支

援
及
び
名
鉄
知
多
新
線
の
利

用
促
進
策
と
し
て
、
名
鉄
河

和
駅
を
利
用
す
る
定
期
券
と

の
差
額
を
補
助
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は

本
町
か
ら
日
本
福
祉
大
学
東

海
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
学
生

も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

 

学
生
以
外
の
一
般
町
民
に

も
支
援
を
拡
大
で
き
ま
せ
ん

か
。

 

勤
務
先
か
ら
交
通
費
が
全

額
支
給
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

す
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

 

現
在
、
各
中
学
校
に
あ
る

部
活
動
は
全
て
地
域
ク
ラ
ブ

に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

す
べ
て
の
部
活
動
が
登
録

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

地
域
ク
ラ
ブ
の
登
録
の
条

件
や
制
限
は
あ
る
の
か
。

 

代
表
者
は
18
歳
以
上
の

方
。
活
動
時
間
は
１
日
３
時

間
以
内
で
、
土
日
の
ど
ち
ら

か
の
み
の
活
動
に
な
り
ま
す
。

 

ひ
と
り
親
や
困
窮
世
帯
へ

の
補
助
は
あ
る
の
か
。

 
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
で
、
生
徒
１
名
あ

た
り
参
加
費
１
２
０
０
０
円

以
内
で
補
助
し
て
い
き
ま
す
。

 

教
員
も
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
で
き
る
の
か
。

 

小
・
中
学
校
の
教
員
と
も

教
育
委
員
会
に
申
請
し
承
認

さ
れ
れ
ば
参
加
可
能
で
す
。

 

小
学
校
も
地
域
ク
ラ
ブ
に

委
ね
て
実
施
し
て
い
く
考
え

は
。

 

現
時
点
で
は
、
中
学
校
を

対
象
に
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

都筑　新悟

地区 令和5年度 令和6年度 令和7年度 増減

布土 4人 6人 4人 増減なし

河和 38人 30人 33人 5人減

野間 10人 9人 5人 5人減

奥田 4人 10人 14人 10人増

上野間 10人 9人 5人 5人減

各地区の出生人数

家庭用防犯カメラ
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町政に対する一般質問 令和 8 年 6月 8日

都市計画道路の進捗状況は

保育所統廃合の今後は

より迅速な整備を県に強く要望する

9月議会に条例改正を上程

 

都
市
計
画
道
路
知
多
東
部

線
の
進
捗
状
況
は
。

 

令
和
６
年
度
か
ら
事
業
主

体
と
な
る
愛
知
県
に
お
い
て
、

予
備
設
計
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
は
、
現
地

測
量
、
地
質
調
査
等
を
行
い
、

よ
り
詳
細
な
設
計
業
務
を
行

う
予
定
で
す
。

 

都
市
計
画
道
路
知
多
西
部

線
の
進
捗
状
況
は
。

 

上
野
間
地
区
か
ら
奥
田
地

区
運
動
公
園
ま
で
の
路
線
は
、

現
時
点
で
事
業
化
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
整

備
を
進
め
て
頂
く
よ
う
愛
知

県
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

 

今
年
度
の
学
校
再
編
へ
の

 

各
保
育
所
の
利
用
状
況
と

今
後
の
見
込
み
は
。

 

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在

の
入
所
児
数
及
び
今
後
の
推

移
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

今
後
の
統
廃
合
に
向
け
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 

５
月
か
ら
布
土
及
び
野
間

保
育
所
に
て
保
護
者
様
を
対

象
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
上
旬
に
は
未

就
園
児
の
保
護
者
様
へ
の
説

明
会
を
予
定
し
、
下
旬
に
は

保
育
所
運
営
委
員
会
に
て
保

護
者
説
明
会
の
状
況
報
告
と

諮
問
を
し
ま
す
。

取
組
は
。

 

今
後
の
学
校
再
編
の
指
針

と
な
る
「
小
中
学
校
再
編
実

施
計
画
」
を
見
直
し
、
改
定

を
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
存

続
し
て
い
く
小
中
学
校
に
つ

い
て
、
長
寿
命
化
大
規
模
改

修
や
修
繕
の
必
要
性
な
ど
調

査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

小
学
校
統
廃
合
の
時
期

は
。

 

「
小
中
学
校
再
編
実
施
計

画
」
に
お
い
て
、
明
確
に
示

し
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

河
和
小
へ
の
統
合
と
上
野
間

小
へ
の
統
合
を
令
和
13
年
度

同
時
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

中
学
校
２
校
体
制
の
継
続

は
。

 

中
学
校
は
当
面
継
続
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

令
和
15
年
度
に
野
間
中
学
校

が
単
学
級
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
る
た
め
、
統
合

に
つ
い
て
保
護
者
や
関
係
者

の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
、
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

８
月
下
旬
に
は
答
申
を
い

た
だ
き
、
９
月
に
統
廃
合
に

関
す
る
条
例
改
正
案
を
議
会

に
上
程
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
地
利
用
に
つ
い
て

 

将
来
的
な
地
域
の
農
地
利

用
は
。

 

地
域
で
話
し
合
い
、
目
指

す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の

姿
を
明
確
化
す
る
た
め
地
域

計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
地
域
で
誰
が
ど
の
土

地
を
耕
作
し
て
い
る
か
を
図

面
に
て
作
成
し
て
お
り
、
耕

作
者
の
変
更
が
あ
れ
ば
反
映

し
て
い
ま
す
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

 

学
校
再
編
の
指
針
は
。

 

今
後
の
学
校
再
編
の
指
針

と
な
る
「
小
中
学
校
再
編
実

施
計
画
」
を
見
直
し
、
改
定

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
説
明
会
を
必
要
に
応

じ
て
開
催
し
ま
す
。

 

日
本
福
祉
大
学
と
の
協
議

は
。

 

教
員
同
士
の
共
同
研
究
や

教
育
連
携
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
ま
す
。

橋場　友昭

一般国道 247号路線延長計画

野田　謙弥

令和8年4月1日 
現在 令和9年度 令和10年度 令和11年度

布土保育所 34名

ー ー ー

河和保育所 179名

野間保育所 34名

奥田保育所 38名

上野間保育所 31名

合計 316名 220名 189名 180名

入所児数及び今後の推移（推計）
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茶谷　佳宏

町政に対する一般質問 令和 8 年 6月 9 日

建築物耐震改修費補助金の拡充を

バス通学定期券の購入へ補助を

限度額を 115 万円に改正する

導入に向けて検討する

 

耐
震
改
修
費
補
助
の
要
件

を
拡
充
す
る
考
え
は
。

 

愛
知
県
が
策
定
す
る
計
画

に
お
い
て
も
、
耐
震
改
修
費

補
助
金
の
増
額
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
町
と
し
て
も
、
耐

震
改
修
費
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
補
助
金
要
綱
を
改
正
し
、

今
年
度
の
申
請
分
か
ら
拡
充

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

耐
震
改
修
費
の
補
助
金
要

綱
の
改
正
で
、
補
助
金
の
限

度
額
は
い
く
ら
に
す
る
予
定

で
す
か
。

 

限
度
額
を
１
１
５
万
円
に

す
る
予
定
で
す
。

 

既
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の

も
対
象
に
し
ま
す
か
。

 

要
綱
は
、
７
月
１
日
を
目

標
に
改
正
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
４
月
申
請
分
か
ら

１
１
５
万
円
が
適
用
で
き
る

よ
う
に
改
正
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
統
合
も
保
護
者
の
意

見
を
し
っ
か
り
聞
い
て

  

統
合
の
概
要
は
。

 

令
和
９
年
度
以
降
は
、
更

に
入
所
児
童
の
減
少
が
見
込

ま
れ
、
か
つ
、
園
舎
の
老
朽
化

 

バ
ス
で
通
学
す
る
学
生
を

持
つ
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
と
と
も
に
交
通
機
関
の

利
用
促
進
の
た
め
、
バ
ス
通
学

定
期
券
の
購
入
へ
の
補
助
を
考

え
ま
せ
ん
か
。

 

利
用
実
態
を
調
査
し
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
導

入
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

「
み
は
ま
ー
れ
」
に
つ
い
て

 

多
世
代
交
流
型
子
育
て
拠

点
施
設
「
み
は
ま
ー
れ
」
は
、

ど
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
の

役
割
が
あ
り
ま
す
か
。

 

児
童
館
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
み
は
ま
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
持
ち
ま
す
。

 

平
日
及
び
土
曜
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
、
一
般
の
方
が
建
物
や
各

部
屋
に
入
る
こ
と
は
で
き
る

の
で
す
か
。

 

事
前
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
や
研
修

な
ど
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ア
ト
リ
ウ
ム
で
は
机
や
椅

子
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
話
や
読
書
な
ど
で
事
前

も
考
慮
し
、
令
和
８
年
度
末
を

も
っ
て
、
布
土
及
び
野
間
保
育

所
を
閉
所
し
、
令
和
９
年
度
か

ら
河
和
、
奥
田
及
び
上
野
間
保

育
所
の
３
保
育
所
体
制
で
運

営
し
ま
す
。

 

保
護
者
説
明
会
で
出
さ
れ

た
意
見
は
。

 

「
再
編
時
期
に
関
す
る
疑

問
」
や
「
再
編
後
の
保
育
所
受

け
入
れ
状
況
に
関
す
る
不
安
」

や
「
再
編
に
つ
い
て
は
理
解
で

き
る
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 

保
護
者
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
に
よ
り
、
統
合
内
容
を
変

更
す
る
考
え
は
。

 

合
同
保
育
の
解
消
と
学
年

に
応
じ
た
保
育
を
実
施
す
る

た
め
に
も
先
延
ば
し
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
約
な
し
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

  

何
台
駐
車
で
き
ま
す
か
。

 

建
物
周
り
の
駐
車
場
に
16

台
、
建
物
南
の
近
接
地
に
14

台
、
計
30
台
が
駐
車
で
き
ま

す
。

 

多
世
代
で
の
交
流
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

 

今
後
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
世
代
を
問
わ
ず
、

町
民
の
方
々
が
集
い
、
交
流
が

で
き
る
よ
う
、
講
座
や
教
室
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。

文
化
協
会
に
つ
い
て

 

文
化
協
会
の
登
録
団
体
数

の
推
移
は
。

 

登
録
団
体
数
は
、
コ
ロ
ナ

前
の
平
成
31
年
度
が
52
団
体

で
、
今
年
度
が
35
団
体
で
、
17

団
体
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

  

問
題
点
や
課
題
は
。

 

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
文

化
活
動
に
参
加
す
る
方
が
減

少
し
、
会
員
も
年
々
減
少
し
て

い
る
現
状
や
後
継
者
不
足
が

問
題
点
で
、
今
後
、
参
加
者
や

会
員
を
い
か
に
増
や
す
か
が

課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

大嵜　暁美

布土保育所
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■
回
答
内
容

 

統
合
後
、
学
校
と
関
わ
り
に
変

化
が
あ
っ
た
か
。

「
運
動
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
学

校
行
事
へ
の
参
加
が
減
っ
た
」
と
い

う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 

河
和
南
部
小
学
校
が
廃
校
に
な

り
思
う
こ
と
は
。

　
少
子
化
や
子
ど
も
の
た
め
に
「
や

む
を
得
な
い
」「
統
合
し
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し
た

文教厚生常任委員会　活動報告

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

■
対
象

　
河
和
南
部
地
域 

３
区
の
住
民

■
期
間

　
令
和
８
年
２
月
～
３
月

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

■
回
収
率

■
回
答
者

子
ど
も
と
同
居
の
方
の
み
回
答

 

今
後
の
学
校
再
編
へ
の
思
い
は
。

　
『
不
安
』『
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

不
安
』が
多
く
、理
由
と
し
て
は「
受

験
時
期
と
重
な
っ
た
ら
」「
通
学
へ
の

不
安
」
や
前
回
の
統
合
時
、
子
ど

も
が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
や
町
の

対
応
を
あ
げ
る
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。 

統
合
さ
れ
学
校
行
事
へ
の
参
加

は
。

　
『
不
便
に
な
っ
た
』
と
い
う
回
答

が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
駐
車
場
が
遠

い
こ
と
が
理
由
で
し
た
。

 

バ
ス
通
学
に
つ
い
て
。

　
『
よ
か
っ
た
』
の
回
答
が
多
く
、

理
由
と
し
て
は
「
熱
中
症
へ
の
心
配

が
な
く
な
っ
た
」
な
ど
で
『
悪
か
っ

た
』
の
回
答
理
由
は
、「
バ
ス
に
乗

ら
な
い
時
の
連
絡
方
法
が
手
間
」「
バ

ス
の
中
で
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
子
が
い

る
」「
運
動
不
足
の
心
配
」
で
し
た
。

 

統
合
に
よ
る
親
の
負
担
は
。

　
『
ど
ち
ら
で
も
な
い
』
の
回
答
が

多
く
、
つ
い
で
『
増
え
た
』
の
回
答

が
多
く
、
理
由
は
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
状
況
へ
の
気
苦
労
」「
バ
ス

の
送
迎
」
な
ど
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て
、
ま
た
「
学
校
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
負
担
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

が
、
母
校
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
子

ど
も
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
こ

と
で
「
寂
し
い
」「
残
念
」
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
学
校
再
編
の
プ
ロ
セ
ス
へ
の

非
難
や
少
人
数
で
の
教
育
の
良
い

点
を
挙
げ
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

 

廃
校
に
な
り
、
地
域
環
境
の
変

化
は
。

　
「
子
ど
も
の
姿
を
見
な
く
な
っ
た
」

「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
減
っ
た
」

が
多
く
、
他
に
は
「
通
学
路
の
整

備
が
な
く
な
り
道
路
が
荒
れ
て
き

た
」
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
を
あ

げ
る
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

 

町
づ
く
り
へ
の
提
案
は
。

　
「
地
域
産
業
の
活
性
化
や
企
業
誘

致
で
働
く
場
所
の
創
出
」「
教
育
や

福
祉
の
充
実
」「
町
の
強
み
を
生
か

し
た
施
策
に
よ
る
町
の
活
性
化
」

を
望
む
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
「
駅
や
病
院
へ
の
交
通
ア
ク

セ
ス
を
使
い
や
す
く
」「
道
路
の
整

備
」
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
を
望

む
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
小
中一貫
校
整
備
事
業

中
断
へ
の
非
難
や
意
見
、
ま
た
「
町

の
事
業
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し

い
」「
10
年
、
20
年
、
50
年
後
の
町

を
念
頭
に
地
道
な
町
政
を
期
待
す

る
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

文教厚生常任委員会　活動報告
学校の統廃合により地域が衰退しないために

持続可能な地域を目指して
　河和南部小学校が河和小学校に統合され、4 年が経ちました。学校がなくなると、地域の核が失われ、
過疎化が進むと言われています。今後も、美浜町では学校再編が進められます。
　文教厚生常任委員会では、3 区にご協力いただき河和南部地域の皆様にアンケート調査を実施し、現状
を把握して、問題点や課題を洗い出し、町へ政策提言書を提出しました。

30代, 4
40代, 17

50代, 36

60代, 40

70代,
55

80以上,
19

年代別回答件数

変化が
あった, 25

変化はな
かった, 
122

無回答, 24

学校との関わり状況

子どもと
同居して
いない, 
145

子どもと
同居して
いる, 16

無回答, 
10

子ども（15歳以下）との同居状況

居住地域 調査対象 回答数 回答率

古布 279 127 45.5％

矢梨 214 42 19.6%

切山 55 2 3.6%

総計 548 171 31.2%
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文教厚生常任
委員会　活動

報告

文教厚生常任委員会　活動報告

 
統
合
前
後
の
子
ど
も
の
様
子
は
。

【
統
合
前
】

　
「
変
化
な
し
」
の
回
答
も
あ
っ
た

が
、
統
合
へ
の
不
安
を
口
に
す
る
児

童
も
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
統
合
当
初
】

　
「
集
団
の
輪
に
入
れ
ず
様
子
を
見

て
い
る
感
じ
」「
戸
惑
い
が
あ
っ
た

が
、
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
少
し
ず
つ

楽
し
く
な
っ
た
」「
１
年
く
ら
い
で

リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
た
」「
同
じ
ク

ラ
ス
に
河
和
南
部
小
学
校
か
ら
の

友
人
が
い
て
楽
し
そ
う
だ
っ
た
」「
バ

ス
登
校
が
で
き
な
く
、
不
登
校
に

な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

【
統
合
後
】

　
「
河
和
の
友
達
と
仲
良
く
な
っ
て

い
た
」「
交
友
関
係
が
広
が
り
、
楽

し
そ
う
だ
っ
た
」「
今
ま
で
な
か
っ
た

行
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽
し
ん
で

い
る
」
な
ど
統
合
に
よ
る
肯
定
的

な
意
見
が
あ
る
反
面
、「
先
生
と
の

距
離
が
遠
く
な
り
、
学
習
の
遅
れ

が
出
て
不
安
に
な
っ
た
」「
統
合
当

初
か
ら
バ
ス
登
校
が
で
き
ず
、
不

登
校
に
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
あ

り
ま
し
た
。

 

統
合
で
感
じ
た
こ
と
は
。

　
「
話
し
合
っ
て
保
護
者
が
納
得
し

て
の
統
合
を
願
う
」「
統
合
が
決
定

と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
が
残
念
。
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
意
見
を
聞
い
て
ほ
し

か
っ
た
」「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ル
ー
ル

が
あ
る
と
い
い
」「
大
人
数
に
な
り
、

環
境
に
な
じ
め
な
か
っ
た
」「
天
災

等
の
安
全
面
を
重
視
し
て
ほ
し
い
」

「
親
が
心
配
す
る
よ
り
も
子
ど
も
の

順
応
性
は
高
い
と
思
う
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

み
え
て
き
た
課
題

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
問
題

点
や
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

① 

地
域
の
子
ど
も
と
住
民
の
関
係

が
希
薄
に
。

② 

地
域
の
生
活
環
境
の
悪
化

③ 

地
域
の
核
を
失
っ
た
こ
と
に
よ

る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
衰
退

④ 

バ
ス
通
学
の
問
題

⑤ 

学
校
再
編
の
不
安

検
討
そ
し
て
政
策
提
言

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
う
け
、
地

域
に
学
校
が
な
く
な
っ
て
も
地
域
を

維
持
し
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

何
が
で
き
る
か
を
話
し
合
い
、
具

体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
政
策
の一

助
と
な
る
よ
う
検
討
を
行
い
、
政

策
提
言
を
作
成
し
ま
し
た
。

政
策
提
言

（
簡
略
化
し
た
も
の
で
す
）

「
持
続
可
能
な
地
域
を

目
指
し
て
」

①
学
校
を
失
っ
た
地
区
へ

「
地
域
力
を
高
め
る
」施
策
を

　
㋐
学
校
行
事
に
地
域
の
方
が

　
　
参
加
し
や
す
い
施
策
を

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
、

　
６
月
11
日
、
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
は
、
上
記
の
政
策
提
言
と
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
と
み
え
て
き
た
課

題
、
そ
し
て
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
記
述
を
す
べ
て
書
き
出

し
た
も
の
を
町
長
、
教
育
長
に
手

渡
し
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。　
今
回
、
委
員
会
で
は
、「
学

校
再
編
と
地
域
の
衰
退
は
切
り
離

し
て
考
え
る
」「
持
続
可
能
な
地
域

を
住
民
の
手
で
作
る
」
を
前
提
に
、

意
見
を
出
し
合
い
、
ど
う
し
た
ら

課
題
が
解
消
で
き
る
か
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
今
後
も
つ
な
が
り
を

強
め
、
住
み
よ
い
町
に
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
河
和
南
部
３
区
の
皆
様
の
ご
協

力
で
、
今
回
の
政
策
提
言
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

学
校
行
事
へ
地
域
の
高
齢
者
な

ど
の
参
加
を
促
す
。
学
校
が
廃

校
に
な
っ
た
地
域
へ
の
総
合
学

習
を
積
極
的
に
増
や
し
、
地
域

の
住
民
と
の
接
点
を
増
や
す
学

校
の
取
り
組
み
を
す
る
。
学
校

再
編
へ
の
十
分
な
説
明
と
、
保

護
者
の
不
安
解
消
に
努
め
る
。

　

㋑
学
校
を
失
っ
た
地
区
へ

　
　
「
地
域
活
動
補
助
金
」を

　
　
交
付

　
住
民
自
ら
交
流
を
増
や
す
行

事
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
活

動
補
助
金
を
交
付
す
る
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
充

実③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
を

柔
軟
に

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
が
同
乗

し
、
乗
り
遅
れ
の
解
消
や
バ
ス

で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
指
導
す

る
。
欠
席
時
等
の
連
絡
な
ど
、

ル
ー
ル
を
つ
く
る
。

④
学
校
再
編
に
つ
い
て
住
民

へ
の
丁
寧
な
説
明
を

　
学
校
再
編
へ
の
十
分
な
説
明

と
、
保
護
者
の
不
安
解
消
に
努

め
る
。

委員会の様子

町長、教育長に手渡し
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お詫びと訂正
　議会だより令和８年５月１日号の掲載内容に
誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。
７ページ「令和８年度特別会計・企業会計予算」
特別会計予算 土地取得予算額

（誤）1120 万円
（正） 120 万円

編 

集 

後 

記

　

不
安
定
な
社
会
情
勢
の
中
、人
々
の
気

持
ち
が
疲
弊
し
、地
域
の
活
力
が
低
下
ぎ

み
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、全
国
各
地
で
は
地

震
を
は
じ
め
自
然
災
害
、大
規
模
な
火
災

等
も
発
生
し
、住
民
生
活
を
脅
か
す
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、こ
の
地
域
で

も
詐
欺
や
空
き
巣
被
害
、不
審
者
情
報
等

も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
こ
そ
、日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、地
域
の
絆
が
大
変
重
要
と
な
り

ま
す
。多
世
代
の
住
民
の
皆
様
が
、住
む

地
域
、行
政
に
関
心
を
持
ち
、地
区
の
行

事
等
に
も
参
加
し
、地
区
独
自
の
魅
力
も

高
め
、「
地
域
力
」が
広
が
る
こ
と
で
地
域

の
安
心・安
全
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
ど
も
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、議

会
情
報
を
出
来
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、

多
く
の
皆
様
に
愛
読
し
て
頂
く
為
に
も
今

後
も
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご

理
解
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 （
森
川　
元
晴
）

みはま議会だよりは、スマートフォンアプリ
「マチイロ」でも見ることができます。

マチイロアプリ

議会会議録

一般質問の内容は、町公式ホームページに掲載
している議会会議録で読むことができます。
6 月定例会の会議録は、8 月頃掲載予定です。

「みはま議会だより」は、美浜町議会広報
特別委員会が編集しています。

皆様の声を
お聞かせください。
　議会だよりへのご意見ご感想を
お待ちしています。
議会事務局
E-mail：gikaiji@town.aichi-mihama.lg.jp
※住所、氏名、連絡先のご記入をお願いします。

あ
い
ち
・
み
は
ま
議
会
だ
よ
り

2026.8.1
発
行
　
第
187

号
発
行
／
愛
知
県
知
多
郡
　
美
浜
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
470-2492　

美
浜
町
大
字
河
和
字
北
田
面
106

TEL：
0569-82-1111　

FA
X：
0569-82-4555

メ
ー
ル
/gikaiji@

tow
n.aichi-m

iham
a.lg.jp

令和８年９月定例会の開催予定

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

本会議
開会
提案

4

（休会）

5

（休会）

6

（休会）

7
本会議
一般質問
1 日目

8
本会議
一般質問
2 日目

9

（休会）

10
本会議

質疑・委員会
付託

11
（休会）
総務産業
常任委員会

12

（休会）

13

（休会）

14
（休会）
文教厚生
常任委員会

15

（休会）

16

（休会）

17

（休会）

18
本会議

討論・採決
閉会

19

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴
することができます。また、全員協議会及び各
委員会は、議長等の許可があれば、傍聴するこ
とができます。
※議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必要な

方は、お手数ですが２週間前までにご相談く
ださい。

ケーブルテレビ（CCNC）放送予定
【112ch】午前９時から

9月13 日（日）・ 9月14 日（月）
☆お問い合わせ先☆
美浜町役場 議会事務局

TEL 82-1111（内線 285・286）

いずれも午前9時30分から　美浜町役場3階　議事堂
＜日程は告示日8月26日に確定します>

議 会 を 傍 聴 しま せ ん か


